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お盆恒例　西部地区ふるさとまつりは
今年で節目の第20回目を迎えることができ
ました。
催し物としては、子供たちが楽しめる、

輪投げ・金魚すくい・ウナギ釣り、大人た
ちにはカラオケ大会を行います。
天川中学校の生徒による弁天太鼓の演奏、

天川中学校の音楽部の演奏会も開催いたし
ます。
恒例になっております花火大会も実施し

ますのでお楽しみにして下さい。

また、花火大会終了後は、福引き大会を
実施いたします。福引券は１枚500円です。
但し、浴衣を着てご来場頂いた方に1枚進呈
いたします。（甚平・作務衣不可）
まつり存続のためにご協力いただきます

ようよろしくお願いいたします。

開催日時 平成22年８月14日

場　　所 旧天川西小学校　　　

時　　間 午後6時より

主　　催 西部地区活性化推進会　

皆様のお越しを
お待ち致しております。
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天川村では、次のとおり職員を募集します。

一般事務職、採用予定人員若干名

（１）昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人
（２）地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。

・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）

・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者

・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成

し、又はこれに加入した者

（３）日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限ります。

（１）申込先 〒６３８－０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷６０番地

天川村役場総務課人事係

（２）期　間 平成22年８月２日（月）～８月16日（月） ８：30～17：00

（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合は８月16日必着）

（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。

※ 郵便による場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用封筒（90

円切手を貼ったもの）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒６３８－０３９２　吉野郡天

川村大字沢谷60番地）へ請求してください。

（２）受験申込の方法

受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課人事係に提

出してください。

※ 郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留又は配達記録で郵送

してください。

※　インターネット・メールによる受験申込はできません。

（１）日　時 平成22年９月19日（日）

集合時間　午前８時40分　試験開始　午前９時

（２）場　所 天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター

天川村役場総務課人事係　1：０７４７－６３－０３２１

天 川 村 職 員 募 集

★ 職種・採用人員

★ 受験資格

★ 受験申込先・受付期間

★ 受験手続

★ 試験日時・場所

★ 問い合わせ
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教育委員の任期満了及び辞任に伴い、６月議会におきまして欠員分を含め３人の方々が新たに教

育委員として選任されました。

辻井　秀美（栃　尾） 平成22年　６月30日付　辞　任

今西　行雄（南日裏） 平成22年　７月15日付　任期満了

新たに次の方々が教育委員として選任されました。

上西　良継（和　田） 平成22年　７月１日付　就　任

岡田　悦雄（洞　川） 平成22年　６月18日付　就　任

山田加奈子（中　谷） 平成22年　７月16日付　就　任

※　異動後の構成は次のとおりになります。

平成22年６月23日（水）に、天川村山村開発センター

大ホールにおいて、天川村人権教育推進協議会総会が開

催されました。

約110人の多数の参加者があり、主催者（植林友衛会長）

挨拶及び来賓（柿坂彌壽麿村長、奥田八尋議会議長）祝

辞の後、今年度の事業計画（案）、予算（案）、会規約改

正（案）等すべての議案が承認されました。

総会終了後、会員研修として、映画「おとうと」を上

映しました。

教 育 委 員 の 異 動 に つ い て

平成22年度天川村人権教育推進協議会総会が開催されました。

職　　名 氏　　　名

委　員　長 花　谷　芳　春

委　　　員 上　西　良　継

委　　　員 岡　田　悦　雄

委　　　員 山　田　加奈子

教　育　長 井　頭　東　洋
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平成23年度からは、村の基幹税システム入れ替えに伴いコンピューターで延滞金の計算が可能と
なります。これにより、村税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）を滞納すると、
延滞金・督促手数料がかかります。

収め忘れ等がないようご注意ください。（便利で確実な口座振替をご利用ください。）
村税・国民健康保険税等を滞納されている方は至急納付して下さい。
（納付困難な事由があり、要件に該当する場合は、延滞金は免除される場合があります。）

地籍調査終了に伴い平成23年度から、地籍調査後の面積で固定資産税が計算されます。
地籍調査後の面積（増）が原因で、固定資産税額に変更がある方には事前に計算書を送付予定

（12月頃）です。宜しくお願いします。

※お問合せは　住民課　税務係　1６３－０３２１

６月29日・30日の2日間で国民健康
保険に加入の40歳以上の方と後期高
齢者医療制度に加入の方を対象とし
た特定健康診査・後期高齢者健康診
査を実施しました。

本年は特定健康診査125人、後期高
齢者健康診査95人の方が受診されま
した。

毎日を元気に過ごすため、特に生活習慣病の予防等のため、今後も健康診査を受診し、健康を維
持しましょう。

平成22年７月１日、平成22年度奈良県簡易水道協会通常総会（橿原
観光ホテル）に於いて、多年に亘る簡易水道施設の維持管理の功績が
認められ、西崎誠一氏（洞川）に奈良県簡易水道協会会長表彰が付与
されました。

西崎氏には､健康に留意され、今後も洞川簡易水道事業発展のため
ご尽力頂きますようお願いします。

平成22年度奈良県簡易水道協会会長表彰

特定健康診査・後期高齢者健康診査を実施しました。

平成23年４月から延滞金・督促手数料の徴収を強化します。

固定資産税の課税面積が地籍調査後の面積に統一されます。
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ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、これまで「天川村役
場」・「ほほえみポート天川」・「洞川公民館」・「ふるさ
とセンターつどい」の４箇所に設置していましたが、このた
び下記の観光施設４箇所に増設し、村内では計８箇所となり
ました。

＊洞川　天川村立体育館（洞川中学校）

＊洞川　洞川温泉センター

＊坪内　天の川温泉

＊山西　薬湯センターみずはの湯

みなさんも万が一の緊急時に備えて、
設置場所の確認をお願いします。

「８月28日午前９時、奈良県内で大
規模地震が発生し、震度６強を観測し
た」ことを想定し、奈良県及び大淀
町・下市町・黒滝村・天川村が共催し
総合的な防災訓練を実施します。

これは、災害時に迅速、適切な防災活
動が行えるよう、住民、消防、警察、
自衛隊、防災関係機関などが実践的な
訓練と、防災に関する展示を行うもの
です。

心肺蘇生法、ＡＥＤ、災害伝言ダイ
ヤル等の体験コーナーも設置されます。
多数の皆さんの見学をお待ちしています。

■日　時 平成22年８月28日（土）午前９時～正午（雨天中止）
■場　所 大淀町平畑運動公園隣接地（大淀町桧垣本）

※駐車場に限りがありますので、車でお越しの際は乗り合わせでお願いします。
※大淀町役場から送迎バスを用意しています。

ＡＥＤを新たに設置しました。

平成22年度　奈良県防災総合訓練について。
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■ 開催期間：７月７日（水）～９月２０日（月）
■ 場　　所：天川村立資料館「ギャラリーほのぼの」

神崎士郎氏・井上北斗氏・赤井正人氏の三人の縁の行者展です。
皆様お誘い合わせてお越し下さい。

■お問い合わせ■ 天川村立資料館
・開館時間 午前１０時～午後５時
・入 館 料 大人２５０円　小人１００円
※ 「ギャラリーほのぼの」は入場料無料
・電　　話 1０７４７－６４－０６３０

★毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）は、村立資料館定休日のため ギャラリーも閉館しておりま
すのでご注意ください。

県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の２０１１年（平成23年）版の予約受付をいたし
ます。表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んでいただけます。

御希望される方はお早めに御予約下さい。

一冊　５００円（10月に発売を予定しています）

各地区ごとに、購入希望を取りまとめて一括して購入していただいております。
８月初旬よりチラシを回覧しますので、希望される方は氏名・申込冊数をご記入の上、
８月27日（金）までに各大字区長または洞川各町総代の皆様までお申し込みください。
※締め切り厳守

天川村役場　地域政策課　統計係　1６３－０３２１（内線１５２）

2011年版 奈良県民手帳　１冊500円

価　格

お申し込み方法

お問い合わせ
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大峯の 火になる 水になる 風になれ 

三人の縁の行者展 
大峯の 火になる 水になる 風になれ 

三人の縁の行者展 
大峯の 火になる 水になる 風になれ 

三人の縁の行者展 
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≪8月の予定≫
＊例年どおり、8月中は「１時間延長」営業

＊お盆前後は、「休まず特別営業」

※お盆前後などの混雑日の夜には天の川温泉では、30分程度の待ち時間が出ますのでご了承ください。

おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！

※　エコミュージアムセンターは、通常どおり「水曜日」休館です。
※　資料館は、通常どおり「火曜日」休館です。
※　山上ヶ岳歴史博物館は、8／１～3、8／13～15に開館致します。

8月17日（火） 火曜日ですが、天の川温泉は臨時営業

8月18日（水） 水曜日ですが、洞川温泉は臨時営業

8月19日（木） 木曜日ですが、みずはの湯は臨時営業

8月10日（火）

8月11日（水）

8月12日（木）

8月13日（金）

8月14日（土）

8月15日（日）

（火曜日ですが、天の川温泉は休まず臨時営業）

（水曜日ですが、洞川温泉は休まず臨時営業）

（木曜日ですが、みずはの湯は休まず臨時営業）

13日～15日は
全施設

「朝10時」から開館
（１時間早く開館）

8月中（毎日）
※時間延長：全施設
受付は午後8時30分まで（9時閉館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車料金は
「１時間無料」となります。
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新学習指導要領では、学校がその目的を達成するために、実態に応じて家庭や地域と連携し、また各学
校間の連携を強化していくことが求められています。これらが出てきた背景には、今の子ども達を取り巻
く教育問題があると考えられます。
最近、新聞などで全国的に話題となっている教育問題として、小学校１年生や中学校１年生の子どもた

ちの中に、幼少・小中の段差をうまく乗り越えられない子がいるということがあります。この段差をでき
るだけ小さくしていくためにも、学校間の連携強化が益々求められることになります。

一昨年から洞中・天中の１年生間で、夏休み
隔年ごとにお互いの学校を訪問する交流をして
います。また、１・２年生で合同スキー教室に
も取り組んでいます（昨年は雪不足で中止）。
６月22日に打ち合わせ会があり、今年度の夏休
みの交流について話し合われました。

No.3

小学校  

＜新学習指導要領総則＞（抜粋） 

＜具体的には＞ 

学校教育法 

目的達成のため、幼・小・ 
中校間の連携や交流を図る 

義
務
教
育 

と
し
て
行
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普
通
教
育 
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中 学校  
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普
通
教
育 

学校教育法 

中学校間交流  中学校間交流  中学校間交流  

〈学校間の連携〉（指導要領解説抜粋）
◇学習指導・生徒指導のための連絡会の設置や
合同の研究会や研修会の開催など。
◇児童生徒の実態や指導についての理解。
◇新たな発想や取組で一貫性のある教育を相互
に連携し協力し合って推進する。
〈学校間交流〉（指導要領解説抜粋）
◇学校行事・クラブや部活、自然体験活動など
の合同開催や相互訪問、ボランティア活動、情
報ネットワークなどで交流など

小学校・中学校

交流会の様子

スキー教室

学校間交流
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今年も乳がん検診を実施します。受診を希望される人は、下記までお申込下さい。

今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や
「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診くださいますよう、お願い致します。
また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろから実

施するよう心がけてください。
※　自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください　※

熱中症が発生しやすい時期です。熱中症は、屋外やスポーツ中だけに起こるわけではありません。屋内
でも温度、湿度が高い場合には発症することがあります。特に高齢者は熱中症にかかりやすい傾向があり
ますので、十分注意して下さい。
＊こんな症状には注意！
①立ちくらみ、めまい、吐き気がする。
②こむら返りがおこる。
③からだがぐったりして力が入らない。
④大量の汗。
⑤ズキンズキンする頭痛。

＊熱中症の予防方法
熱中症はちょっとした注意で防ぐことができます。
①体調を整える。
→睡眠不足等で体調の悪い時は、暑い日中の外出や運動は控えましょう。
②服装に注意。
→通気性の良い服装で、外出時には帽子や日傘を使用しましょう。
③こまめに水分補給。
→「のどが乾いた」と感じたときは、すでにかなりの水分不足になっていることが多いものです。定期
的に少しずつ水分を補給しましょう。

④年齢も考慮に入れて。
→子供や高齢者は熱中症にかかりやすいので、予防を心がけましょう。

＊熱中症を疑ったときは
熱中症を疑ったときには緊急事態であることを認識し、

重症の場合は救急車を呼ぶことはもちろん、現場ですぐ
に身体を冷やすことが必要です。
①涼しい日陰やクーラーの効いた室内などへ移動する。
②衣服をゆるめて休む。
③身体を冷やす。
④水分を補給する。
⑤医療機関へ運ぶ。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

乳がん検診のご案内

熱中症にご注意を！

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110

●受診できる対象者は、天川村に住民票のある40歳以上の女性です。
●受診の回数は、2年に1度とされています。昨年受診された方は、今年度は受けることができません。
●検診を受けるには、1500円の自己負担金が必要です。
●受診の申込みはほほえみポート天川内住民課ですが、検診の会場は、大淀病院です。ほほえみポー
ト天川内住民課にて受付を済まされましたら、個別に大淀病院に受診日を電話予約してください。
予約されましたら、受付時に配布する受診票をご持参の上、受診日には必ず受診して下さい。
●申込み受付期間は、8月１日～11月末です。ご注意ください。
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 日 閉　　　　館　　　　日

2 月 診　　察 診　　察 予防接種（MR4期）＊要予約 燃焼

3 火 診　　察 検 査 日 資源１

4 水 診　　察 診　　察 予防接種（MR4期）＊要予約 粗大

5 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

6 金 診　　察　 診　　察 燃焼

7 土 閉　　　　館　　　　日

8 日 閉　　　　館　　　　日

9 月 診　　察 診　　察 予防接種（MR4期）＊要予約 燃焼

10 火 診　　察 検 査 日 資源１

11 水 診　　察 診　　察 予防接種（MR4期）＊要予約 粗大

12 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

13 金 診　　察 診　　察 予防接種（MR4期）＊要予約 燃焼

14 土 閉　　　　館　　　　日

15 日 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表
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日 曜日

16 月 診　　察 診　　察 燃焼

17 火 診　　察 検 査 日 資源１

18 水 診　　察 診　　察 粗大

19 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

20 金 診　　察 診　　察 燃焼

21 土 閉　　　　館　　　　日

22 日 閉　　　　館　　　　日

23 月 休　　診 燃焼

24 火 休　　診 資源１

25 水 休　　診 粗大

26 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

27 金 診　　察 診　　察 燃焼

28 土 閉　　　　館　　　　日

29 日 閉　　　　館　　　　日

30 月 診　　察 診　　察 燃焼

31 火 診　　察 検 査 日 資源１

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 8月の予定表
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新たな害獣が接近しています

天川村ではアライグマは捕獲されておりませんが、近隣の市町村ではかなり捕獲

されております。つい最近、黒滝村で捕獲されましたので、アライグマはどこを越

えて天川村に入ってもおかしくない状況にあります。

アライグマは様々な環境に適応しやすく、繁殖能力が極めて高いため、近年爆発

的に数が増えつつあり、それによる様々な被害は社会問題になってきております。

姿形はタヌキやアナグマに似ており、ぱっと見ただけでは区別がつきませんが、

「尻尾の色が黒色と茶褐色の縞模様」であるという特徴があります。また手先が器

用な動物ですので農作物の荒らし方にも特徴があり、「トウモロコシは皮を剥いて

実だけを食べ、スイカには小さな穴を開けて実をほじり出して食べます」ので、姿

を見ることがなくてもこれらの痕跡を頼りにアライグマが居るかどうか推測するこ

とが出来ます。

アライグマの特徴
①生息域が広く、あらゆ

る環境に適応できる

②繁殖力が旺盛

③体はタヌキよりも少し

大きい

④雑食性で何でも食べる

⑤手先が器用

⑤見た目はかわいいが、

性格は極めて凶暴

アライグマは放っておくと爆発的に繁殖し、我々の生活に直結した様々な分野に

悪影響を与えてしまう害獣でしかありません。「早期発見、早期捕獲」が何より大

切ですので、アライグマを見かけたり、畑でアライグマの仕業と思われる「食害」

を見つけられましたら、天川村役場　産業建設課　有害鳥獣係までご一報下さい。
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「天川賛歌」（4）
・・・各分野から「天川村の力」一言メッセージ・・・

４月から連載を開始し、今月で４回目となりました。

さて、今月は？

風景写真家 

写真家 

奈良県立橿原考古学研究所所長 

奈良植物学研究会 

奈良教育大学名誉教授 

日本野鳥の会奈良支部前支部長 

森林インストラクター 

大阪産業大学人間環境学部講師 

奈良県山岳連盟副会長 

全国源流ネットワーク代表 

奈良インターカルチャー　代表 

ロケーションコーディネーター 

森林再生支援センター　専門委員 

奈良女子大学　共生科学研究センター 

 

ルーラルリサーチ（天川村の空気を育む会） 

（順不同・敬称略） 

米　谷　昌　浩 

林　　　幸　恵 

菅　谷　文　則 

森　本　範　正 

西　田　史　朗 

小　船　武　司 

水　谷　道　子 

谷　　　幸　三 

梅　屋　則　夫 

中　村　文　明 

 
佐　野　純　子

 

高　田　研　一 

佐　藤　拓　哉 

池　亀　建　治 

磯　村　幹　夫 

幸　家　大　郎 

4月号掲載 

4月号掲載 

5月号掲載 

5月号掲載 

6月号掲載 

6月号掲載 
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天川村は近畿の最高峰である八経ヶ岳（八剣山）をはじめ多くの名山を擁する山岳の村である。そし

て低山帯から亜高山帯に至る森林の村でもある。この豊かな自然と多様な環境に多くの野鳥が生息する。

しかし野鳥はどこでも一様に生息しているわけではない。植生や標高によって住み分けている。この

ことからこの地域での野鳥観察で重要なことは山地帯上部から亜高山帯下部にかけて生息する野鳥が見

られること、また低山帯から山地帯、亜高山帯へと登るにつれて次々と異なった野鳥が現れ、標高、林

相によって住み分けている様子が観察できることである。

野鳥観察者には是非一見再見されることをお奨めする。

日本野鳥の会　奈良支部　前支部長　小船　武司

天川村は野鳥観察のメッカ

私にとって、天川村ほど語る材料が際限なく続くところは他にない。

僻地の山村で学童期を過ごしたというに、山に魅せられて40年。その原点は、大峯の山々と天川村

の心なごむ人びととの出会いにあった。

山の魅力はまず疑う余地はない。日本百名山の名峰八経ヶ岳と弥山や女人禁制を守り続ける修験の聖

地 山上ヶ岳は外国人も訪れたい名峰。そして渓谷美を誇る弥山川、神童子谷、ノウナシ谷は沢登りの

ゲレンデとして新潟の山岳会との交流登山などで足繁く通った。そしてこんな山行をより豊かに心をい

やしてくれたのは、清楚で華麗なオオヤマレンゲ、こんな可憐で美しい花は他にない。

でも、今の自分にとって終局的な天川村の魅力は、それは天川村で出会った人びとの心和む優しさに

ある。さまざまな機会に多くの人びとと接し、原初の心を今も持ち続ける素朴さと清々しさはどれほど

心地よかったことか。

私にとっての天川村は、ふる郷のように心が癒される聖地である。

奈良県山岳連盟副会長　梅屋則夫

聖なる山々が連なる大峯の山々と天川村の魅力

�������
�������
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平
成
二
十
二
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定

例
会
が
、
六
月
十
一
日
に
召
集
さ
れ
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
八

日
ま
で
の
八
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お

り
承
認
、
可
決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。
定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
住

民
税
に
関
す
る
関
係
条
項
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
と
、
非
自
発
的
な
理

由
に
よ
り
離
職
し
た
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
措
置
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
係

る
村
税
に
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
に

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

承
認
事
項

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
失
効
期
限
が
延
長
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
引
続
き
雇
用
の
増
大

等
を
図
る
た
め
、
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
を
行
う
こ
と
と
し
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
九
五，

三
三
七
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
二，

五
〇
四，

九
九
八，

千
円
と
し

た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
二
九，

〇
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
一
五
八，

八
四
七
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
三
九，

〇
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
二
三
七，

一
九
三
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
一，

六
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
三，

三
九
五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

〜
契
約
の
変
更
・
締
結
〜

◇
天
川
村
火
葬
場
整
備
工
事
に
係
る
請
負

契
約
の
変
更
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
請
負
金
額
並
び
に
工
期
を
変
更
し
た
も

の
で
す
。

◇
天
川
村
火
葬
場
整
備
工
事
（
二
期
）
に

係
る
請
負
契
約
の
締
結
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
火
葬
場
整
備
工
事
（
二
期
）
の
請
負
契

約
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
一
般
会
計
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
▼
村
長
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
公

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
二
十
二
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
ご
と
に
繰
越
計
算
書
に
よ
り

報
告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
の
分
担
金
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
に
地

域
活
性
化
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
場
合
、

充
当
率
に
応
じ
電
気
通
信
事
業
者
が
負

担
す
る
分
担
金
の
率
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

可
決
事
項

報
告
事
項

◇
天
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
に
よ

る
施
設
増
及
び
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

整
備
事
業
に
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金

を
充
当
し
場
合
、
充
当
率
に
応
じ
電
気

通
信
事
業
者
が
負
担
す
る
使
用
料
の
率

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
育
児
休
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育

児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
両
立
支
援

を
推
進
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
職
員
の
給
与
か
ら
の
控
除
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
法
第
二
五
条
第
二
項
に
規

定
さ
れ
て
い
る
以
外
の
も
の
も
控
除
で

き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▼
六，

五
三
九
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二，

〇
五
二，

四
一
七
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て

▼
三
一，

八
二
五
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
一
七
二，

二
三
四
千
円
と
す
る
も
の

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
二
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

▼
三
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
四
二，

四
〇
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〜
そ
の
他
〜

◇
辺
地
の
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▼
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
天
川
村
大
字
和
田
四
四
九
番
地
　
上
西

良
継
氏
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
天
川
村
大
字
中
谷
一
三
九
番
地
　
山
田

加
奈
子
さ
ん
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
天
川
村
大
字
洞
川
四
九
四
番
地
　
岡
田

悦
雄
氏
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。。

最
終
日
（
十
八
日
）
に
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
弓
場
議
員
の
質
問

▼
幼
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
今
後
ど
の

一
般
質
問

同
意
事
項

様
に
進
め
て
行
く
の
か
、
今
後
の
方

針
・
計
画
を
伺
い
た
い
。

◇
村
長
答
弁

▼
現
在
天
川
村
に
お
け
る
、
二
つ
の
中
学

校
、
洞
川
中
学
校
及
び
天
川
中
学
校
の

生
徒
数
の
著
し
い
減
少
に
よ
る
、
日
常

の
教
育
活
動
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
問
題
や
、
老
朽
化
し
、
か
つ
耐
震

構
造
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
校
舎
の

状
況
、
さ
ら
に
は
、
効
率
的
、
経
済
的
な

管
理
・
運
営
等
の
諸
問
題
を
考
え
ま
す

と
、
中
学
校
の
早
期
統
合
、
あ
る
い
は

更
に
発
展
的
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

四
年
前
よ
り
検
討
、
提
案
い
た
し
て
お

り
ま
す
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

あ
る
い
は
連
携
を
含
め
た
幼
小
中
一
貫

教
育
の
実
現
は
、
喫
緊
の
重
要
課
題
で

あ
る
と
強
く
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
村
長
就
任
後
こ
の
課
題
に
つ
き

ま
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ん
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
く
べ
く
、
会
議
や
説
明

会
を
開
催
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
多
く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
は

も
と
よ
り
、
特
に
地
域
の
住
民
の
皆
様

へ
の
詳
細
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
十

分
な
協
議
を
重
ね
、
皆
様
方
の
ご
理
解

を
得
る
た
め
最
大
の
努
力
を
す
る
よ
う

教
育
委
員
会
に
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
の
方
向
性
や
具
体
的
な
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
教
育
長
か
ら
説
明
い
た

し
ま
す
。

◇
教
育
長
答
弁

▼
冒
頭
、
説
明
の
不
十
分
さ
等
に
よ
り
村

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

村
長
よ
り
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
く
べ
く
、

会
議
や
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
皆
様

方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
ま
で
の
こ

の
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

慎
重
に
検
証
を
重
ね
、
問
題
点
を
精
査

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
情
報
の

集
約
、
資
料
の
準
備
・
充
実
が
十
分
と

は
い
え
な
か
っ
た
た
め
、
情
報
提
供
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
特
に
地
域
住
民
の

皆
様
方
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
、
反
省
す
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
各
地
区
の
方
々
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
等
と
再
度
向
き
あ
い
な

が
ら
十
分
な
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学
校
に
着
き
ま

し
て
も
、
先
生
方
と
の
懇
談
・
協
議
の

場
を
持
つ
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
研

修
・
啓
発
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の
研

修
や
天
川
広
報
へ
の
教
育
の
ペ
ー
ジ
を

作
り
毎
月
掲
載
し
、
村
民
へ
の
啓
発
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
出
来

る
だ
け
早
い
段
階
で
説
明
会
を
再
開
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
阪
谷
議
員
の
質
問

▼
栃
尾
地
内
の
村
火
葬
場
は
、
現
在
整
備

中
で
あ
り
ま
す
が
、
栃
尾
区
と
近
々
交

わ
す
協
定
書
に
よ
り
、
施
設
使
用
期
限

は
十
年
間
で
あ
り
ま
す
。
火
葬
場
移
転

等
に
伴
う
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

村
長
は
ど
の
様
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

◇
村
長
答
弁

▼
栃
尾
区
さ
ん
と
は
、
今
月
中
に
協
定
書

を
締
結
す
る
予
定
で
す
。
栃
尾
火
葬
場

は
、
か
ね
て
よ
り
、
ば
い
煙
、
異
臭
、

騒
音
等
地
元
住
民
の
方
へ
多
大
な
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
、
そ
れ
を

解
消
す
る
た
め
、
今
回
、
火
葬
炉
の
更

新
整
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
当
該
火
葬

場
の
管
理
・
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ば
い
煙
及
び
臭
気
・
騒
音
に
つ
い
て
、

特
段
の
配
慮
を
行
い
、
最
善
の
状
況
で

運
営
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
火
葬

場
整
備
に
つ
い
て
、
地
元
栃
尾
区
と
協

議
し
、
設
置
期
間
を
整
備
後
十
年
間
で

合
意
い
た
し
ま
し
た
。
十
年
間
で
、
新

た
な
火
葬
場
整
備
が
必
要
で
す
。
第
一

段
階
と
し
て
計
画
素
案
を
作
成
し
、
的

確
場
所
の
二
段
階
に
用
地
買
収
、
環
境

調
査
、
第
三
段
階
に
基
本
計
画
、
造
成

工
事
、
火
葬
炉
メ
ー
カ
ー
の
選
定
、
第

四
段
階
に
整
備
工
事
と
大
き
く
分
け
て

四
段
階
の
工
程
と
な
り
ま
す
。
こ
の
工

程
を
考
え
ま
す
と
、
早
い
う
ち
に
計
画

素
案
、
用
地
検
索
に
着
手
で
き
れ
ば
と
、

思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
も
、
時
間
を
要

す
る
の
が
用
地
検
索
と
用
地
交
渉
・
地

元
同
意
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
時
点
で

は
具
体
的
な
着
手
時
期
は
申
し
上
げ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
計
画
素
案
、

用
地
検
索
に
着
手
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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予
防
で
き
る
が
ん

〜
子
宮
頸
が
ん
〜

子
宮
は
、
妊
娠
や
出
産
に
関
わ
る
女
性
特

有
の
重
要
な
臓
器
で
す
。
子
宮
に
で
き
る
が

ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口
の
子
宮
頸
部
に
で

き
る
子
宮
頸
が
ん
と
、
子
宮
の
奥
の
子
宮
体

部
に
で
き
る
子
宮
体
が
ん
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
年
間
約
一
万
五
千
人
が
子

宮
頸
が
ん
を
発
症
し
、
約
三
千
五
百
人
が
死

亡
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
発
が
ん
性
の
あ
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
に
慢
性
的
に
感
染
す

る
こ
と
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ウ
ィ
ル
ス
は
性
行
為
に
よ
り
人
か
ら
人
へ

感
染
す
る
た
め
、
性
行
為
の
経
験
の
あ
る
人

な
ら
誰
で
も
発
が
ん
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。こ

の
子
宮
頸
が
ん
は
、
二
十
〜
三
十
歳
代

で
急
増
し
、
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
発
見
が
遅
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
に
伴
い
、

不
正
出
血
や
性
交
時
の
出
血
、
お
り
も
の
の

異
常
や
下
腹
部
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。
ご
く
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
子
宮

を
温
存
す
る
治
療
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
と
、

子
宮
全
体
の
摘
出
や
放
射
線
や
抗
が
ん
剤
を

使
っ
た
治
療
が
必
要
と
な
り
、
妊
娠
や
出
産

が
で
き
な
く
な
る
事
が
多
く
な
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

は
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
有
効

で
す
。
毎
年
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
（
十
六

型
、
十
八
型
）
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
を
予

防
し
、
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
十
歳
以

上
の
女
性
が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
と
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

八
月
十
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

▼
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）

八
月
十
七
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

▼
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

八
月
二
十
日
（
金
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

▼
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）

八
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
三
時
〜
四
時

予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県
民

健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五-

八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
四
―
二
三
―
七
七
九
六

個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は
、

八
月
三
十
一
日
（
火
）、
第
二
期
分
の
納
期
限

は
、
十
一
月
三
十
日
（
火
）
で
す
。

第
一
期
分
･
第
二
期
分
の
納
付
書
を
ま
と

め
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

第
二
期
分
の
納
付
書
は
、
納
期
ま
で
保
管

し
て
い
た
だ
き
、
納
期
限
（
十
一
月
三
十
日
）

ま
で
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
も
ご
活
用
下
さ
い
。
お
申

し
込
み
は
金
融
機
関
で
。

※
詳
し
く
は
、
吉
野
県
税
事
務
所
（
1
〇

七
四
六
―
三
二
―
二
六
八
七
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
開
催
日
・
テ
ー
マ

・
九
月
十
一
日：

労
働
問
題

・
十
月
九
日：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
法
律

問
題

・
十
一
月
十
三
日：

相
続
・
遺
言

・
十
二
月
十
一
日：

裁
判
員
制
度

・
一
月
八
日：
建
築
に
関
す
る
紛
争

・
二
月
十
二
日：
犯
罪
被
害
者

・
三
月
十
二
日：

成
年
後
見

▼
時
間：

午
後
一
時
〜
三
時
ま
で

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

「
市
民
法
律
講
座
」
実
施
要
領

吉
野
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

▼
場
所：

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込：

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
四
二
―
二

三
―
八
三
一
九
）
に
て

希
望
講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入

▼
申
込
先：

奈
良
弁
護
士
会

〒
六
三
〇
―
八
二
三
七

奈
良
市
中
筋
町
二
十
二
番
地
の
一

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
二
―
二
三-

八
三
一
九

▼
開
催
日
時

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日
（
月
曜
日
）

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間

▼
開
催
場
所

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
興
留
十
丁
目
六
番

四
十
三
号

斑
鳩
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

「
い
か
る
が
ホ
ー
ル
」
大
ホ
ー
ル

▼
大
会
内
容
（
二
部
構
成
）

（
一
）

第
一
部

ア
　
主
催
者
挨
拶

イ
　
来
賓
挨
拶

ウ
　
表
彰
式

▼
暴
力
団
追
放
功
労
団
体
・
個
人
表
彰

エ
　
暴
力
団
・
銃
器
追
放
宣
言

（
二
）

第
二
部

ア
　
落
語

◎
落
語
家
（
上
方
噺
家
）

笑
福
亭
純
瓶
（
し
ょ
う
ふ
く
て
い
　
じ
ゅ

ん
ぺ
い
）
氏

◎
活
動

演
芸
カ
フ
ェ
奈
良
町
落
語
館
で
、
定
期
寄

お し ら せ

平
成
二
十
二
年
度
暴
力
団
・
銃

器
追
放
奈
良
県
民
大
会
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席
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
動
。

ま
た
、
自
身
も
寄
席
に
立
ち
演
芸
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。

イ
　
講
演

◎
講
師

朝
日
放
送
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

道
上
洋
三
（
ど
う
じ
ょ
う
よ
う
ぞ
う
）
氏

◎
講
演
テ
ー
マ

〜
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
奮
戦
記
〜
　
人
の
繋

が
り
の
大
切
さ

◎
活
動

「
お
は
よ
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
道
上
洋
三

で
す
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
　
月
曜
か
ら
金
曜

午
前
六
時
半
〜
午
前
九
時

①
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
??

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
）

②
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
超
低
温
の
ふ
し
ぎ

な
世
界
」

③
工
作
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
ラ
イ
ト
」

④
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
の
見
学

◎
参
加
要
領
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
八
日

（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所：

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
（
京

都
府
木
津
川
市
梅
美
台
八
―
一
）

▼
対
象：

県
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
（
複

数
可
）
と
そ
の
保
護
者
（
一
人
）
を
一
組

と
し
て
百
人
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は
、

抽
選
し
ま
す
。）

▼
お
願
い：

参
加
し
た
小
学
生
の
み
な
さ
ん

は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
感
想
文
又
は
絵

を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
展
等
で
展
示
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法：

往
復
は
が
き
に
、
ご
住
所
、

電
話
番
号
、
親
子
の
ご
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

小
学
校
名
、
学
年
及
び
何
を
見
て
応
募
さ

れ
た
の
か
（
広
報
誌
・
新
聞
名
な
ど
）
を

明
記
の
う
え
、
下
記
あ
て
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

▼
〆
切
り：

八
月
十
六
日
（
月
）（
必
着
）

〒
六
三
〇
―
八
五
〇
一

奈
良
市
登
大
路
町
三
十

奈
良
県
庁
　
道
路
・
交
通
環
境
課
内

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
奈
良
県
期

成
同
盟
会

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
八
一
〇
二
（
直
通
）

今
年
も
「
リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会
」

を
下
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
入
場
無
料
で
申
し
込
み
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

療
養
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
の
用

紙
に
ご
記
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
九
月
五
日
（
日
）

午
後
十
三
時
〜
午
後
十
六
時

▼
と
こ
ろ：

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
五
階
　
研
修
室
Ｂ
、
Ｃ

橿
原
市
大
久
保
町
三
二
〇
―
一
一

1：

〇
七
四
四
―
二
九
―
〇
一
一
一

▼
交
通：

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
　
東
出
口
か
ら
す
ぐ

▼
参
加
費：

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
講
演：

「
リ
ウ
マ
チ
療
養
の
注
意
点：

内

科
医
の
立
場
か
ら
」

赤
井
靖
宏
先
生
　
　
奈
良
県
立
医
科
大
学

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
（
循
環
器
・
腎

臓
・
代
謝
内
科
兼
務
）

准
教
授

▼
講
演：

「
リ
ウ
マ
チ
外
科
治
療
の
今
昔
物

語
」

谷
掛
駿
介
先
生

谷
掛
整
形
外
科
診
療
所
　
理
事
長

▼
相
談
会：

上
記
の
両
先
生
に
よ
る
療
養
相

談
・
自
助
具
展
・
パ
ネ
ル
写
真
展

▼
主
催：

（
社
）
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
奈

良
支
部

▼
問
合
せ：

（
社
）
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

奈
良
支
部
（
土
谷
方
）

1：

〇
七
四
四
―
二
七
―
九
七
三
五

消
防
本
部
で
は
、
九
月
九
日
の
「
救
急
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
住
民
の
方
々
が
自
由
に

参
加
し
て
頂
け
る
『
救
命
講
習
会
』
を
開
催

し
ま
す
。

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
頂
く
だ
け
で
、

心
肺
蘇
生
法
【
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
】
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用

方
法
を
習
得
で
き
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

◇
ご
案
内

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
九
月
五
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所：
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
一
八

七
番
地
　
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
三
階
講
堂

▼
対
象
年
齢：

十
八
歳
以
上

▼
受
講
費
用：

無
料

リ
ニ
ア
親
子
セ
ミ
ナ
ー

〜
超
低
温
の
ふ
し
ぎ
な
世
界
〜

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会

の
お
知
ら
せ

『
救
命
講
習
会
』
参
加
者
募
集

の
お
知
ら
せ

〜
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
〜

▼
定
員：

三
十
人

▼
募
集
締
切：

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
七

日
（
金
）（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、

募
集
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ

い
。）

▼
申
込
方
法：

消
防
本
部
救
急
係
へ
電
話
で

お
申
込
み
下
さ
い
。

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
一
一
九
九

▼
試
験
・
受
験
講
習
日
時
及
び
試
験
場
所

◎
受
験
講
習
日
（
希
望
者
の
み
）

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
七
日
（
水
）

◎
時
間：

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

◎
場
所：

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
（
橿
原
市

小
房
町
十
一
番
五
号
）

◎
試
験
日:

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
（
金
）

◎
時
間：

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◎
場
所：

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
（
橿
原
市

小
房
町
十
一
番
五
号
）

▼
申
込
受
付

◎
受
付
場
所：

役
場
産
業
建
設
課
（
一
階
）

◎
受
付
期
間：

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三

日
（
月
）
〜
九
月
三
日
（
金
）
ま
で
（
但

し
、
土
・
日
は
除
く
）

◎
受
付
時
間：

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※
試
験
実
施
要
綱
・
申
込
用
紙
は
役
場
に
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
一
階
産
業
建

設
課
ま
で

▼
募
集
種
目：

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候

平
成
二
十
二
年
度
奈
良
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
各
種
目
募
集
の
ご
案
内
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善　意　銀　行

金、1 0 0 , 0 0 0 円

前平　定和 様

（亡父　前平貞亮さんの供養として）

ありがとうございました

1

2

3

4

（順不同・敬称略）

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

谷先生のおもしろいお話で、楽しく川の生き物や環境について身近に感じてみよう！
源流の冷たさや珍しい水生昆虫発見！（センター前の川原＝幼小中学生を中心に）（※少雨決行　ただし大雨後は中止）

【集合場所】洞川エコミュージアムセンター
【講　　師】大阪産業大学講師　谷　幸三先生
【持 ち 物】帽子・タオル・雨具・川に入れる服装・ぬれてもよいサンダル等
【参 加 費】1,500円（小中学生半額）

⑤ 親子で挑戦！ 川の生き物見てみよう、調べてみよう！ 8月1日（日）13：30～16：00

今年もやります！毎回大好評のバームクーヘン作りとクラフトに挑戦。さて、竹炭火でおいしく焼けるかな？
（センター前の広場＝小学生を中心に）（※少雨決行）

【集合場所】洞川エコミュージアムセンター
【講　　師】エコミュージアムパークボランティアのみなさん
【持 ち 物】帽子・タオル・軍手・汚れてもよい服装・飲み物各自
【参 加 費】1,500円（小中学生半額）

⑥ 親子で挑戦！ 簡単バームクーヘン作り＆クラフト 8月21日（土）13：30～16：00

補
生
・
航
空
学
生

▼
受
験
資
格：

◎
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

◎
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
者
（
二
十

三
年
四
月
一
日
）

◎
一
般
曹
候
補
生

◎
高
卒
（
見
込
含
）
二
十
一
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
二
十
二
年

九
月
十
日
ま
で

▼
試
験
日
時

◎
自
衛
官
候
補
生：

平
成
二
十
二
年
九
月
十

五
日
（
水
）
〜
二
十
六
日
（
日
）【
内
一
日
】

◎
一
般
曹
候
補
生：

平
成
二
十
二
年
九
月
十

八
日
（
土
）

◎
航
空
学
生：

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
三

日
（
木
）

▼
合
格
発
表

◎
自
衛
官
候
補
生：

試
験
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

◎
一
般
曹
候
補
生：

平
成
二
十
二
年
十
月
一

日
（
金
）

◎
航
空
学
生：

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

（
金
）

▼
そ
の
他
（
自
衛
官
候
補
生
）

◎
一
任
期

陸：

二
年

海
・
空：

三
年
（
教
育
期
間
三
ヶ
月
を
含

む
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

1：

〇
七
四
七
（
二
十
二
）
三
七
八
九

お し ら せ

満員御
礼

満員御
礼
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いよいよ夏休み！
子どもたちは　さまざまな活動や体験をとおして　大きくたくましく成長します。
この夏、子どもたちが　かけがえのないすばらしい日々を過ごせますよう
より多くのみなさまのご指導・ご協力をお願いします。

天川村の未来を担う子どもたちを、明るく、すこやかに守り育てるため、

他人の子もわが子と同じ愛の一声《 や ま び こ 運 動 》にご協力をお願いします。
天川村青少年健全育成協議会

☆　毎日の計画をたて、けじめのある生活をおくりましょう。
☆　心のこもったあいさつや言葉づかいをしましょう。
☆　交通安全に気をつけましょう。（特にせまい道からの飛び出しや自転車の乗り方等に注意しよう）
☆　遊びに行くときは、『だれと、どこへ行く、いつ帰る』などを伝えておきましょう。
☆　夕方は、暗くなる前に家に帰りましょう。
☆　知らない人にさそわれても、ついて行かない。
☆　外出する時には、防犯ブザーを忘れずに持ちましょう。
☆　ナイフや危険ながん具を持たない。
☆　花火は安全に気をつけ、まわりに迷惑をかけない。
☆　川へ遊びに行くときは、各学校・園の決まりを守りましょう。

これはよいこと？ わるいこと？ よく考えて行動しよう！

＊　無免許運転、危険な暴走運転や深夜の迷惑な運転（騒音）をなくしましょう。
＊　交通安全の面から、民家密集地での路上駐車はやめましょう！
＊　青少年の深夜外出には、制限があります！（奈良県青少年の健全育成に関する条例）

保護者は、青少年（6歳以上18歳未満の者）を深夜（午後11時から翌日の午前4時まで）に外出させないように。

＊　未成年者の喫煙・飲酒行為の絶無！
＊　子どもたちを有害な情報（インターネット・メール・図書・ビラ等）から守りましょう。

2010年夏号

天川村の子どもたちを　守り育てるのは 
　　　　　　わたしたち大人の　そして　地域の責任です！ 
天川村の子どもたちを　守り育てるのは 
　　　　　　わたしたち大人の　そして　地域の責任です！ 

子 ど も は 地 域 の 宝  子 ど も は 地 域 の 宝  

～安全で楽しい春休みをおくるために～子どもたちへ

～青少年の健全育成をめざして～地域のみなさまへ



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 29.79トン
前月比 87.75％
前年同月比 88.63％

不燃 4.00トン
前月比 76.19％
前年同月比 97.09％

資源 7.84トン
前月比 153.42％
前年同月比 94.68％

粗大 2.77トン
前月比 135.12％
前年同月比 120.43％

6月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 
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平
成

22年
７
月

31日
発
行
　
通
巻
402号

村のうごき

人
口

1,792人
（
＋
２
）

2010年
６
月
30日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女945人
（
＋
１
）

男847人
（
＋
１
）

世
帯
数

759戸
（
±
０
）

昨年に引き続き今年も天河大弁財天社のご支援をいただき、子ども達のつくった作品を穴

釜で焼いてもらうことになりました。

７月９日（金）粘土を手にした小さな陶芸家達は、講師佐藤琴波先生の指導を受けながら

「宝物入れ作ろう！」「お皿つくろう！」と一生懸命粘土をひねったり、小石や小枝や葉っぱ

を使ったりしながら、思い思いの作品を作りました。

９月の釜入れまで作品を乾かします。作品の出来上がりを今から楽しみにしている子ども

達です。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 


